
自 然環境保全基礎澗査成果物一覧

蕁 然環境保全基礎調査〉

成 果 物

自 然 度 崗 査 ･ 現存植生図 (1/200 , 000) (都道府県 ･ 53面)

･ 植生 自 然度図 ( 1/200 , 000) (都道府県 ･ 53面)

す ぐ れ た 自 然 調 査 ･ す ぐれた 自然澗査 (1/200 , 000) (都道府県 ･ 53面)

環 境 寄 与 度 調 査 ･ 自 然環境保全巍査報告書 ( 自 然環境改変状況凋査)

総 合 と り ま と め ･ 自 然環境保全覊査報告書 (第 1 回緑の国勢澗査)

〈第 2 回 自 然環境保全基礎調査〉

調 査 項 目 成 果 物 ｢

植 生 凋 査 現存植生図 ( 1/50 , 000) (608面)

･ 植生調査報告書 (都道府県別 45冊)

･ 植生崗査報告書 (全国版)

特 定 植 物 群 落 崗 査 ･ 特定植物群落澗査報告書 (都道府県別 47冊)

･ 特定植物群落調査報告書 (全国版)

動 物 分 布 調 査 動物分布調査報告書 (哺乳類) (都道府県別 47冊)

･ 動物分布澗査報告書 (哺乳類) (全国版)

･ 動物分布調査報告書 く哺乳類) (全国版その 2 )

動物分布凋査報告書 (鳥類) (全国版)

･ 動物分布調査報告書 (両生類 やま虫類) (都道府県別 47冊)

･ 動物分布凋査報告書 (両生類 ･ は虫類) (全国版)

動物分布澗査報告書 (両生類 嗜ま虫類) (全国版その 2 )

･ 動物分布澗査報告書 (淡水魚類) (都道府県別 47冊)

･ 動物分布澗査報告書 (淡水魚類) (全国版)

･ 動物分布調査報告書 (昆虫類) (都道府県別 47冊)

･ 動物分布調査報告書 (昆虫類) (全国版)

表 土 改 変 状 況 嗣 査 ･ 表土改変状況調査報告書

湖 沼 覊 査 ･ 湖沼鼻査報告書 (都道府県別 37冊)

･ 陸水域関係調査報告書 (湖沼 ) (全国版)

河 川 澗 査 ･ 河川澗査報告書 (都道府県別 47冊)

･ 陸水域関係調査報告書く河川 ) (全国版)

海 域 凋 査 ･ 干潟 ･ 藻場 ･ サ ン ゴ礁分布調査報告書 (都道府県別 39冊)

･ 海域環境詞査報告書 く都道府県別 39冊)

･ 海域環境凋査報告書く全国版)

(海岸崗査、 海域環境調査、 干潟 ･ 藻場 ･ サ ン ゴ礁分布澗査)

･ 海域生物澗査報告書 (都道府県別 ･ 39冊)

･ 海域搦査報告書 海域生物澗査(全国版)

海域巍査報告書 海域生物掲査 (掲査地区詳細垂直分布図) (全国版) 』
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掲 査 項 目 成 果 物

総 合 と り ま と め ･ 動植物分布図 (1/200 , 000) (都道府県別 53面)

･ 日 本の 自 然環境

･ 第 2 回 自 然環境保全基礎調査報告書 (緑の国勢澗査)

第 2 回 自然環境保全基礎調査報告書 (緑の国勢調査 資料編)

〈第 3 回 自然環境保全基礎掲査〉

澗 査 項 目 成 果 物

植 生 調 査 ･ 現存植生図 ( 1/50 , 000 ) (685面)

･ 植生崗査報告書 (都道府県別 44冊)

･ 植生調査報告書く全国版)

･ 1/3 , 000 , 000現存植生図

特 定 植 物 群 落 調 査 ･ 特定植物群落調査報告書 追加 ･ 追跡覊査 (都道府県別 47冊)

･ 特定植物群落覊査報告書 生育状況調査 (都道府県別 47冊)

･ 特定植物群落澗査報告書 (全国版)

動 植 物 分 布 崗 査

( 環 境 指 標 種 調 査 )

( 全 種 澗 査 )

･ 小冊子 ｢生 き も の地図がで き ま し た。 ｣

･ 動植物分布調査報告書 (哺乳類)

･ 動植物分布凋査報告書 (鳥類)

･ 動植物分布劃査報告書 (両生類 ･ 爬虫類)

･ 動植物分布調査報告書 (淡水魚類)

･ 動植物分布調査報告書 (昆虫 ( チ ョ ウ ) 類)

･ 動植物分布凋査報告書 (昆虫 ( ト ン ボ )類)

･ 動植物分布調査報告書 (昆虫 ( ガ) 類)

･ 動植物分布澗査報告書 (昆虫 ( セ ミ 及び甲虫)類)

･ 動植物分布調査報告書 く陸産及び淡水産貝類)

自 然 景 観 資 源 澗 査 ･ 自 然景観資源澗査報告書 (都道府県別 ･ 47冊)

･ 自 然景観資源調査報告書 く全国版)

湖 沼 調 査 ･ 湖沼巍査報告書 (地方別 7 分冊)

･ 湖沼調査報告書 (全国版)

河 川 調 査 ･ 河川崗査報告書 (地方別 8 分冊)

･ 河川覊査報告書 (全国版)

海 岸 凋 査 ･ 資料 ｢海岸調査の結果｣

海 域 生 物 環 境 調 査 海域生物環境調査報告書 (都道府県別 39冊)

･ 海域生物環境掲査報告書 (全国版)

総 合 と り ま と め ･ 第 3 回 自然環境保全基礎凋査総合解析報告書 (総括編)

･ 第 3 回 自 然環境保全基礎掲査総合解析報告書(解析編)

･ 第 3 回 自 然環境保全基礎調査磁気デー タ フ ァ イ ルの概要

･ 自 然環境情報図 ( 1/200 , 000) (都道府県別 ･ 53面)

そ の 他 ･ 植物 目 録 (上) ( 中) (下)

･ 資料 ｢過去における鳥獣分布掲査について｣
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〈第 4 回 自然環境保全基礎覊査〉

澗 査 項 目 成 果 物

植 生 圏 査 ･ 現存植生図 (1/2 , 500 , 000)

･ 植生 自 然度図 (1/2 , 500 , 000)

･ 植生調査報告書 く全国版)

･ 植生改変図 ( 1293面)

巨 樹 巨 木 林 調 査 ･ 巨樹 ･ 巨木林搦査報告書 (地方別 ･ 8 分冊)

･ 巨樹 ･ 巨木林崗査報告書 (全国版)

環 境 指 標 種 調 査 ･ 小冊子 ｢1990年身近な生 き も の巍査 嗣査結果｣

･ 海の生 き も の地図

動 植 物 分 布 調 査 動植物分布還査報告書 (哺乳類)

･ 動植物分布崗査報告書 (鳥類)

･ 動植物分布澗査報告書(両生類 ･ 爬虫類)

･ 動植物分布錮査報告書 (淡水魚類)

･ 動植物分布調査報告書 (陸産及び淡水産貝類)

･ 動植物分布掲査報告書 (陸産及び淡水産貝類 別冊 分布図)

･ 動植物分布澗査報告書 (昆虫 ( チ ョ ウ ) 類)

･ 動植物分布覊査報告書 (昆虫 (ガ)類)

･ 動植物分布崗査報告書 (昆虫 ( ト ン ボ)類)

･ 動植物分布崗査報告書 (昆虫 ( セ ミ 及び甲虫)類)

河 川 調 査 河川崗査報告書 く地方別 8 分冊)

･ 河川調査報告書 (全国版)

湖 沼 調 査 ･ 湖沼巍査報告書 (地方別 7 分冊)

･ 湖沼覊査報告書(全国版)

･ 湖沼詞査報告書 (全国版 ･ 資料集)

海 岸 捌 査 ･ 海岸掲査報告書く全国版)

海 域 生 物 環 境 捌 査 ･ 海域生物環境詞査報告書 (干潟)

･ 海域生物環境調査報告書 (藻場)

･ 海域生物環境詞査報告書 ( サ ン ゴ礁)

･ 海域生物環境調査 サ ン ゴ礁分布図 ( 1/100 , 000)

生態〉系総合モニ タ リ ン グ調査 ･ 生態系総合モ ニ タ リ ン グ澗査報告書

総 合 と り ま と め 自 然環境情報図 ( 1/200 , 000)

第 4 回 自 然環境保全基礎調査総合解析報告書 (総括編)

第 4 回 自然環境保全基礎覊査総合解析報告書(解析編)

第 4 回 自 然環境保全基礎調査磁気デー タ フ ァ イ ルの概要
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資料40 自 然公園等施設の整備状況

(1 ) 国立 ･ 国定公園

年度 公 園 名 事 業 名
事 業

か 所
事 業 内 容 事 業 費

平成

兀

大山隠岐国

立公園

大山駐車場整

備

大 山 町 屋内駐車場 (第 2 期)

鉄骨造 2 階 3 層 A= 5 , 322寸 259台

千円

254 , 085

大山隠岐国

立公園

※大山 自然科

学館整備

大 山 町 マ ルチ映像ホ ール増設 R C造 128討
マ ルチ ス ラ イ ド シ ス テ ム等 一式

61 , 800

。十 ※㈱ 日 本宝 く じ協会助成事業 315 , 885

平成

2

大山隠岐国

立公園

大山頂上周回

木道

大 山 町 木道 L = 332m W= 1 . 0~4 . om

サ イ ト 造園 A= 305甘

58 , 000

。十 58 , 000

平成

3

山陰海岸国

立公園

浦富休憩舎改

築事業

岩美 町 休憩舎兼公衆便所 RC造 A= 130 . 0鮒 56 , 200

大山隠岐国

立公園

大神山公衆便

所 (便所再整

備) 改築事業

大 山 町 公衆便所 R C 造 A= 40 . 32m2 47 , 000

小 。十 103 , 200

大山隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

(間接補助事

業-赤碕町)

赤 碕町 公衆便所改築 木造 A=44 . 8甘 15 , 000

小 計 15 , 000

。十 1 18 , 200

平成

4

山陰海岸国

立公園

岩戸公衆便所

改築事業

福部 村 公衆便所改築 R C造水洗 A=33が 23 , 800

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

雨滝公衆便所

改修事業

国 府 町 公衆便所改築 R C 造水洗 A=24m2 15 , 800

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山駐車場

整備事業

若桜町 駐車場整備、 舗装 A=4 , 707證 30 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

車道拡幅工事

ん7 取合道路車道拡幅
W=5 . om L =560m

55 , 000

小 計 124 , 600
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年 度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

平成

4

( 間接補助

事業)

山陰海岸国

立公園

公衆便所再整

備事業

鳥取市 公衆便所改築 R C造水洗 A=37 . 6可
千円

17 , 700

小 口十 17 , 700

。十 142 , 300

平成

5

大山隠岐国

立公園

ー向平公衆便

所改築事業

東伯 町 公衆便所改築木造水洗 A=42 . 64m2 37 , 000

大山隠岐国

立公園

大平原公衆便

所改築事業

江府町 公衆便所改築木造水洗 A=43寸 33 , 800

大山隠岐国

立公園

大休峠避難小

屋改築事業

大 山 町 木造平屋 A=33m2 31 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

須賀 ノ 山登山

道整備事業

若桜町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L =2 , 500m
休憩舎 木造 A=30冨

32 , 600

小 口十 134 , 400

大山隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

大 山 町 公衆便所改築木造水洗 A=21可 12 , 600

小 。十 12 , 600

。十 147 , 000

平成

6

大山隠岐国

立公園

大山寺園地公

衆便所改築事

業

大 山 町 公衆便所改築木造水洗 A=40 . 0甘 26 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

扇 ノ 山登山道

整備事業

八東町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L =2 , ooom
避難小屋 木造 A=48 . 6m2

63 , 600

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

那岐山休憩所

整備事業

智頭町 休憩所木造 A=30 . om2 23 , 000

小 口十 1 12 , 600

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

公衆便所及び

野営場再整備

事業

佐治村 公衆便所改築木造水洗 A=37 . 0可

休憩所 木造 A= 164 . 0可

31 , 200

小 。十 31 , 200

。十 143 , 800
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年度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

平成

7

大山隠岐国

立公園

ー向平野営場

再整備事業

東伯 町 炊事棟改築木造 A=47 . oば
テ ン ト サ イ ト A =4 , 200m2

駐車場 A= 1 , 050樹

千円

50 , 000

大山隠岐国

立公園

大山夏山登山

道整備事業

大 山 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m

L =2 , 800m

38 , 000

小 。十 88 , 00O

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

山王滝野営場

再整備事業

佐 治 村 管理棟木造平屋建 A= 108 . om2
炊事棟改築木造 A=62 . 0鮒

テ ン ト サ イ ト A ±4 , 10om2

72 , 000

小 口十 72 , 000

。十 160 , 000

平成

8

大山隠岐国

立公園

ー向平野営場

再整備事業

東伯町 炊事棟新築木造 A=50 . 9甘
公衆 ト イ し木造水洗 A=54 . 1m2

テ ン ト サ イ ト A=6 , 600m2

駐車場 A = 1 , 471ゴ

90 , 000

大山隠岐国

立公園

大山登山道標

識整備事業

大 山 町 標識 15基 20 , 000

小 。十 1 10 , 000

三徳山ふ る さ

と 自 然のみ ち

整備事業

三朝 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m

L = 1 , 252m

休憩所 木造 A= 10寸 2 棟

30 , 000

小 口十 30 , 00O

。十 140 , 00O



(2) 県立公園 (単県補助事業)

年度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

平成

兀

三朝東郷湖

県立 自然公

園

小鹿渓歩道 三朝 町 探勝歩道 L =242 . 9m
W= 1 . 0′~1 . 5 m

千円

7 , 004

三朝東郷湖

県立 自然公

園

大平山園地 倉吉市 園地整備

テ ン ト サ イ ト 7 基

3 , 000

奥 日 野県立

自然公園

花見山歩道 日 南町 登山歩道 L =652m W= 1 . 5m 3 , 166

。十 13 , 170

2 西因幡県立

自然公園

勝山城跡歩道 気 高 町 歩道整備

歩 道 L = 115m W= 1 . 0~1 . 5 m

休 憩 舎 木造 A= 10 . 5可

3 , 501

西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登山道新設 L =489 . 5 m

W= 1 . 0′し1 . 5m

4 , 391

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野町 休 憩 舎 木造 A=20 . 0甘 2 , 500

。十 10 , 392

3 西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登山道新設 L =815 . 8m
W･= 1 . om

4 , 199

奥 日 野県立

自然公園

塔の峰公園 日 野町 防 護 柵 77m

ナー ブル 、 ベ ン チ 1 式

4 , 223

奥 日 野県立

自 然公園

花見山休憩舎 日 南町 休 憩 舎 木造 A= 16 . om2 2 , 005

。十 10 , 427

4 西因幡県立

自 然公園

勝山城跡歩道 気高 町 歩道新設 W= 1 . om L = 330m

W=2 . om L = 32m

2 , 009

西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登 山 道 W= 1 . 5 m L =656 . 7m

東屋 1 、 指導標 3 、 案内板 1
6 , 129

西因幡県立

自然公園

長尾岬歩道 青谷町 歩道新設 W= 1 . 5m
L =336 . 1 m

9 , 044

三朝東郷湖

県立 自然公

園

三徳山歩道 三朝 町 歩道新設 W= 1 . 0~1 . 5 m
L = 140m

5 , 000

奥 日 野県立

自然公園

花見山駐車場 日 南町 駐車場整備 A=3 , 429甘 8 , 348
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年度 公 園 名 事 業 名 蓼 義 事 業 内 容 事 業 費

平成
4

。十
千円

30 , 530

5 西因幡県立

自 然公園

鷲峰山登山道
標識

鹿野町 登山道 案内板 14基 3 , 016

西因幡県立

自 然公園

長尾岬歩道 青谷町 歩道 W= 1 . 5 m L =71 . 8m 9 , 041

三朝東郷湖

県立 自然公

園

三朝温泉歩道

駐車場

三朝 町 駐車場 A三465甘 4 , 102

I

｣

奥 日 野県立

自 然公園

石霞渓園地 日 南町 休憩舎 木造 2 棟

公衆便所 木造 1 棟

10 , 319

。十 26 , 478

6 西因幡県立

自 然公園

長尾岬歩道 青谷 町 歩道 W= 1 . 5 m L = 164m 7 , 895

三朝東郷湖

県立 自然公

園

勝山城跡駐車

場

気高 町 駐車場舗装 A=328m2 2 , 065

三朝東郷湖

県立 自然公

園

大平山園地 倉吉市 歩道 W=2 . 0~3 . om L =332m

駐車場舗装 A=650m2

6 , 077

。十 16 , 037

7 西因幡県立

自 然公園

勝山城跡車道 気高 町 歩道 W=3 . 5 m~5 . 3m
L = 127m

2 , 5 13

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

太平山園地 倉 吉市 歩道舗装 W= 1 . 6 m L 二250m
ベ ン チ 3 基

4 , 762

奥 日 野県立

自 然公園

石霞渓歩道 日 南町 歩道 W= 1 . 5 m L = 18 . 5 m

標識 1 基

5 , 005

。十 12 , 280

8 三朝東郷湖

県立 自 然公

園

太平山園地 倉 吉市 給排水施設一式
木段 25段 ･ ベ ン チ 1 基

7 , 200

奥 日 野県立

自然公園

滝山国地 日 野町 休憩所木造 A=41 . 6甘 10 , 023

。十 17 , 223



(3 ) 中国 自然歩道

年度 整 備 路 線 名 事 業 か 所 事 業 内 容 事 業 費

減4(再整備)
川 床 一 向 平 大 山 町

東 伯 町

歩道 W=1 . 0~1 . 5m L =2 , 880m

標識 L =6 , 220m

千円

10 , 000

羽 衣 石 浜 坂 東 郷 町

三 朝 町

鹿 野 町

鳥 取 市

歩道 Wご1 . 5 m L = 1 , 647m

標識 L =24 , 850m

12 , 000

計 22 , 000

5(再整備)
岩 戸 ･ 大 谷 福 部 村

岩 美 町

歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L =3 , 770m

休憩舎 木造 A=20可

20 , 000

岩 常 ･ 美 歎 岩 美 町

国 府 町

標識整備 L =37 . 9 km

休憩舎 木造 A=20寸

12 , 000

。十 32 , 000

6(再整備)
姫 路 ･ 扇 ノ 山 郡 家 町 歩道 W=1 . 0~1 . 5m L = 1 , 780m

標識整備 L = 1 . 7 km

28 , 200

。十 28 , 200

7(再整備)
雨 滝 ･ 扇 ノ 山 国 府 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L =2 , ooom

標識整備 L = 11 . o km

30 , 000

羽 衣 石 公 衆 便 所 東 郷 町 公衆便所改築木造A=22 . 0甘 17 , 100

。十 47 , 100

8(再整備)
川 床 ･ 赤 松 大 山 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L = 1 , 300m

標識整備 L = 12 . 1 km

30 , 000

三 徳 山 公 衆 便 所 三 朝 町 公衆便所改築木造 A=22 . 1甘 20 , 100

。十 50 , 100
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資料41 自 然科学館の利用状況

年度＼寒さ名 大 山 自 然 科 学 館 山陰海岸 自 然科学館 。十

62 6 5 , 6 0 0 1 3 , 0 4 6 7 8 , 6 4 6

63 6 7 , 7 9 2 1 9 , 4 1 3 8 7 , 2 0 5

兀 7 5 , 5 9 8 1 4 , 9 7 4 9 0 , 5 7 2

2 8 7 , 2 4 7 1 3 , 8 7 2 1 0 1 , 1 1 9

3 7 3 , 5 3 0 1 5 , 7 7 2 8 9 , 3 0 2

4 7 1 , 6 1 8 1 5 , 1 2 5 8 6 , 7 4 3

5 7 0 , 9 6 5 1 4 , 6 8 5 8 5 , 6 5 0

6 9 1 , 6 7 0 1 1 , 0 3 3 1 0 2 , 7 0 3

7 8 2 , 2 5 0 1 0 , 4 3 2 9 2 , 6 8 2

8 5 7 , 0 9 0 9 , 3 3 5 6 6 , 4 2 5
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資料42 自 然解説実績

年度＼"＼ 分
大 山 自 然 解 説 山 陰 海 岸 自 然 解 説

日 数 参 加 者 日 数 参 加 者

62 55 2 , 0 8 0 9 2 8 7

63 55 2 , 2 5 4 9 2 9 2

兀 53 2 , 2 5 0 8 2 8 5

2 52 2 , 2 9 1 7 2 9 2

3 55 2 , 3 4 1 7 2 2 4

4 56 2 , 4 3 2 6 2 6 6

5 57 1 , 1 5 8 6 1 5 2

6 60 1 , 0 0 9 8 1 1 8

7 48 9 6 5 5 5 8 5

8 30 8 4 0 4 7 9

資料43 自 然観察指導員 自 然体験 リ ーダー研修実績

年 度 期 日 場 所 参 加 者

平 成 3 平成 3 年 1 0 月 1 9 日 ~20 日 江 府 町 ( 鏡 ヶ 成 ) 4 5 名

4 平成 4 年 8 月 29 日 ~30 日 鳥取市 ･ 岩美町 (牧谷 ) 5 1 名

5 平成 5 年 1 0 月 30 日 ~ 3 1 日 倉 吉 市 ･ 三 朝 町 4 3 名

6 平成 6 年 1 0 月 1 5 日 ~ 1 6 日 江 府 町 ( 鏡 ヶ 成 ) 4 3 名

7 平成 7 年 7 月 22 日 ~23 日 鳥 取 市 ( 鳥 取 砂 丘 ) 2 1 名

8
平 成 8 年 6 月 1 5 ･ 1 6 日

7 月 1 3 ･ 1 4 日
江 府 町 ( 鏡 ケ 成 ) 4 2 名
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資料勢 公害関係事犯検挙状況

(平成 8 年中)

N
廃棄物

処 理
水国法

砂 利

採取法
河川法

と 畜

場 法

自 然

公園法

漁 業

法 等
海岸法

へい獣

処 理

場 法

自 然環

境保全

条 例

合 。十
前 年

同 期

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

岩 美 O O O O O O O O

鳥 取 O O O O O O O O

郡 家 2 3 O O 2 3 2 1

智 頭 1 1 O O 1 1 O O

浜 村 2 2 O O 2 2 5 7

倉 吉 O O O O O O 4 7

八 橋 O O O O O O 3 3

米 子 3 1 O O 3 1 22 18

境 港 O O O O O O 3 3

溝 口 1 1 2 2 3 3 1 3

黒 坂 1 2 O O 1 2 O O

合 。十 10 10 2 2 12 12 / /

前 年 同 期 38 38 2 4 / / 40 42

公害苦情取扱い状況

(平成 8 年中)

ぎ＼" 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染 騒音 振動 地盤沈下 悪臭 廃棄物 その他 合計
受 理 件 数 5 180 3 10 198

措置別
話合い あ っ せん 9

警 告 ･ 指 導 2 54 1 57

検 挙 1 10 1 1

他 機 関 通 報 1 1

措 置 不 能 125 1 129

そ の 他

前年苦情受理件数 2 153 4 2 2 163
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資料45 県内石油製品年度別使用量の推移

(単位 k l )

≧ドミ 揮 発 油 ナ フ サ
ジ ェ ッ ト

燃 料 油
灯 油 軽 油 A 重 油 B 重 油 C 重 油

燃 料 油

合 。十

2年度
使 用 量 244 , 877 O 29 , 7 30 1 3 1 , 67 3 2 1 4 , 624 1 50 , 95 1 37 8 1 36 , 0 1 3 908 , 246

( 構成比 ) ( 27 . 0わ ( 0 % ) ( 3 . 3わ ( 1 4 . 5% ) ( 23 . 6 % ) ( 1 6 . 6 % ) ( 0 . 04 % ) ( 1 1 . 7 % ) ( 100 . 0%)

前年伸率 4 . 2 28 . 4 1 4 . 7 2 . 8 4 . 6 △ぶ 8 1 ‐ 0 △さ 1 . 5 4 . 9

3年度
使 用 量 25 1 , 9 98 O 28 , 328 1 3 1 , 2 1 3 2 3 1 , 1 02 1 62 , 8 5 8 4 1 37 , 275 942 , 778

(構成比 ) ( 26 . 7 % ) ( 0 % ) ( 3 . 0 % ) ( 1 3 . 9% ) ( 24 . 5 % ) ( 1 7 . 3 % ) ( 0 . 0 % ) ( 1 4 . 6 % ) ( 100 . 0% )

前年伸率 2 . 9 △4 . 7 △" 。 ‐ 3 7 . 7 7 . 9 △】 98 . 9 0 . 9 3 . 8

4年度
使 用 量 260 , 8 09 O 26 , 22 0 1 3 3 , 972 2 36 , 1 9 1 1 62 , 97 9 O 1 3 1 , 764 951 , 935

(構成比 ) ( 27 . 4 % ) ( 0 % ) ( 2 . 8 % ) ( 1 4 . 1 % ) ( 24 . 8 % ) ( 1 7 . 1 % ) ( 0 . 0 % ) ( 1 3 . 8わ ( 100 . 0%)

前年伸率 3 . 5 △ト 7 . 4 2 . 1 2 . 2 0 . 1 皆減 △さ4 . O 1 . O

5年度
使 用 量 268 , 654 O 26 , 804 1 48 , 1 03 247 , 982 1 78 , 0 35 O 1 32 , 5 87 1 , 002 , 1 65

(構成比 ) ( 26 . 8わ ( 0 % ) ( 2 . 7% ) ( 1 4 . 8% ) ( 24 . 7 % ) ( 1 7 . 8 % ) ( 0 . 0 % ) ( 1 3 . 2 % ) ( 100 . 0%)

前年伸率 3 . O 2 . 2 1 0 . 5 5 . O 9 . 2 0 . 6 5 . 3

6年度
使 用 量 28 1 , 047 O 24 , 660 1 42 , 65 9 266 , 456 1 9 1 , 96 3 O 1 47 , 4 34 1 , 054 , 2 19

( 構成比 ) ( 26 . 7わ ( 0 % ) ( 2 . 3 % ) ( 1 3 . 5 % ) ( 25 . 3 % ) ( 1 8 . 2 % ) ( 0 . 0 % ) ( 1 4 . 0 % ) ( 100 . 0%)

前年伸率 4 . 6 △さ 6 . 9 △“ ‐ 7 7 . 4 7 . 8 1 1 . 2 5 . 2

7年度
使 用 量 287 , 735 O 27 , 966 1 65 , 949 269 , 289 1 7 1 , 848 O 1 40 , 1 9 1 1 , 062 , 978

(構成比 ) ( 27 . 1 % ) ( 0 % ) ( 2 . 6 % ) ( 1 5 . 6 % ) ( 25 . 3 % ) ( 1 6 . 2 % ) ( 0 . 0 % ) ( 1 3 . 2 % ) ( 100 . 0% )

前 年伸率 2 . 4 1 3 . 4 1 6 . 3 1 . 1 △ト 1 0 . 5 △" 4 . 9 0 . 8

8年度
使 用 量 297 , 608 O 27 , 969 1 6 3 , 445 278 , 5 2 1 1 63 , 245 O 1 37 , 07 1 1 , 067 , 859

(構成比 ) ( 27 . 9% ) ( 0 % ) ( 2 . 6 % ) ( 1 5 . 3 % ) ( 26 . 1 % ) ( 1 5 . 3% ) ( 0 % ) ( 1 2 . 8 % ) ( 100 . 0%)

前年伸 率 3 . 4 O △} 1 . 5 3 . 4 5 . O △ト 2 . 2 0 . 5

饉) ｢ エ ネ ル ギー生産 需給統。十年報｣ (通商産業大臣官房調査統。十部) よ り 抜すい

資料46 県内 自動車保有台数の推移

(鳥取陸運支局調べ)

年 月
平成 2 年

3 月 末

平成 3 年

3 月 末

平成 4 年

3 月 末

平成 5 年

3 月 末

平成 6 年

3 月 末

平成 7 年

3 月 末

平成 8 年

3 月 末

平成 9 年

3 月 末

台 数 324 , 991 336 , 478 348 , 071 357 , 992 369 , 072 381 , 02 1 394 , 471 406 , 120

-271-



資料47 環境関係用語の解説

赤潮 アオコ (青粉)

水中にプ ラ ン ク ト ン が異常発生 し 、 そ のために水の色が赤みがか っ た色 (赤潮) や緑色 ( ア オ コ ) に

J 変 る 現象の こ と o

悪臭物質

ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン そ の他の不快な臭いの原因 と な り 、 生活環境をそ こ な う おそれの あ

る物質で悪臭防止法施行令に定め る 22物質を い う 。 ( ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素、 硫

化 メ チル 、 ト リ メ チ ル ア ミ ン 、 二硫化 メ チル 、 ア セ ト ア ルデ ヒ ド ス チ レ ン 、 プ ロ ピ オ ソ酸、 ノ ルマ ル

酪酸、 ノ ルマ ル吉草酸、 イ ン 吉草酸、 プ ロ ピ オ ソ ア ルデ ヒ ド 、 ノ ルマ ル ブチ ルア ルデ ヒ ド 、 イ ン ブ チル

ア ルデ ヒ ド 、 ノ ルマ ルバ レル ア ルデ ヒ ド 、 イ ソ バ レルア ルデ ヒ ド イ ン ブ タ ノ ール 、 酢酸エ チル 、 メ チ

ル イ ン ブ チルケ ト ソ 、 ト ルエ ン 、 キ シ レ ン )

ア メ ニテ ィ ( A m e n i t y )

私達の生活環境を構成す る 自然や施設、 歴史的、 文化的伝統な どが互い に他を活か し合 う よ う にバ ラ

ン ス が と れ 、 そ の中で生活す る私達人間 と の間に真の澗和が保たれてい る場合に生ず る好ま し い感覚を

し ･ う

亜硫酸ガス ( S 0 2 )

硫黄酸化物 ( S o x ) の中で二酸化硫黄の こ と を い い 、 石炭や石油を燃焼す る こ と に よ り 発生す る 。

色はな く 刺激臭の強い気体で呼吸器を刺激 し 、 喘息の発生を促進 した り 植物を枯 ら した り す る こ と

が あ る 。

硫黄酸化物 ( S o x )

刺激臭の強い腐蝕性のあ る有害な硫黄ガス の こ と で、 亜硫酸ガス ( S 0 2 ) の ほかに無水硫酸 ( S 0 3 )

等があ る 。 大気汚染防止法施行令でばい煙中の硫黄酸化物の量が規制 さ れてい る 。

一酸化炭素

炭素含有物が不完全燃焼 した と き に発生す る 無色、 無臭のガスで、 主な発生源は 自 動車排気ガ ス と い

われ る 。 体内 に吸入 さ れ る と 、 血液中のヘモ グ ロ ビ ン と結びつ き酸素の補給を妨げ貧血を起 こ した り

中枢神経を麻痺さ せた り す る 。
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上乗せ基準

ばい煙又は排出水の排出の規制に関 して 、 法で定めた一律の基凖又は排出基準に代えて適用す る も の

と して 、 都道府県知事が条例で定め る 、 よ り 厳 し い基準をい う

S S ( S u s p e n d e d S o l i d )

水中の浮遊物質の こ と で、 水の濁 り の原因 と な る 。 空中の浮遊物質には粉 じ ん 、 ばい煙等の語を使 う

M P N (最確数 M o s t P r o b a b l e N u m b e r )

大腸菌群の数を確率論的に算出す る 方法、 水中の大腸菌群数は、 通常 こ の方法で表わ さ れ る 。

環境影響評価 (環境アセス メ ン ト )

各種開発行為の実施に先立ち 、 それが大気、 水質、 生物等環境に及ぼす影響について予測、 評価を行

う こ と をい う

環境管理計画

地方公共団体が大気、 水質、 自 然環境な ど を将来にわた り 守 り 適切に利用 して い く ため策定す る 。十

画であ る 。

こ の 。十画には 、 望 ま し い地域環境のあ り 方、 それを実現す る ための基本的な方策、 その方策を具体化

す る 手順な どが示 さ れ る 。

環境基準

環境基本法は ｢環境基準 と は 、 大気の汚染、 水質の汚濁、 土壌の汚染及び騒音に係 る環境を保全す る

う えで維持 さ れ る こ と が望 ま し い基準｣ と定義 してい る 。 環境基準は行政上の 目 標基準であ り 工場等

を規制す る 規制基準 と は異な る 。

健康項 目

水質汚濁物質の中で人の健康の保護に関す る項 目 と し て環境基準が定め ら れてい る項 目 を いい 、 現在

カ ド ミ ウ ム 、 全 シ ア ン 、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 砒素、 総水銀、 ア ル キ ル水銀、 P C B 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、

テ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ソ 、 ジ ク ロ ロ メ タ ン 、 四塩化炭素、 1 , 2 - ジ ク ロ ロ エ タ ソ 、 1 , 1 - ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 、

シ ス ー 1 , 2 - ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 1 , 1 , 1 - ト リ ク ロ ロ エ タ ソ 、 1 , 1 , 2 " ト リ ク ロ ロ エ タ ソ 、 1 , 3- ジ ク ロ ロ

プ ロ ペ ン 、 チ ウ ラ ム 、 シ マ ジ ソ 、 チ オベ ソ カ ル ブ ベ ソ ゼ ソ 、 セ レ ン が定め ら れて い る 。
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光化学オキシダン ト

自 動車の排気ガス な どに含ま れてい る 窒素酸化物 と ガス状の炭化水素が太陽光線の紫外線の も と で化

学反応を お こ し 、 過酸化物質がで き る 。 こ れを光化学オキ シ ダ ン ト と い う こ の オ キ シ ダ ン ト はオ ゾ ン

を主体と し 、 ス モ ッ グを形成 し 、 “ 目 がいたい “せ き こ む“ “呼吸が苦 し い な どの症状を引 き

お こ す。

最終処分場

一般廃棄物及び産業廃棄物を埋立て処分す る に必要な場所及び施設 設備の総体をい う 産業廃棄物

処分場には 、 安定型 (廃プ ラ ス チ ッ ク 等) 管理型 (汚でい等) し ゃ断型 (有害物質を含む廃棄物)

があ る 。

酸性雨

雨の p H (水素イ オ ン濃度) は大気中の炭酸ガ ス の溶解に よ り 5 . 6前後を示すのが普通であ り こ れ

よ り 低い p Hの雨が酸性雨 と さ れてい る 。 工場や 自動車か ら排出 さ れ る硫黄酸化物や窒素酸化物な どが

溶解す る のが原因 と いわれてい る 。

C O D (化学的酸素要求量 C h e m i c a l o x y g e n D e m a n d )

湖沼や海域の有機物に よ る 汚濁の程度を示す も ので 、 水中の汚濁物質を酸化剤で化学的に酸化す る と

き に消費 さ れ る酸素量を い い 、 数値が高い ほ ど汚れが大 き い こ と を示 してい る 。

浄化槽

水洗 し尿を沈でん分離あ る い は微生物の作用 に よ る腐敗又は酸化分解等の方法に よ っ て処理 し 、 それ

を消毒 し 、 放流す る 施設を い う 水洗 し尿のみ を処理す る 施設を単独浄化槽、 水洗 し尿及び生活雑排水

(厨房排水、 洗た く 排水等) を一緒に処理す る 施設を合併浄化槽と い う 。

振動 レベル

振動の加速度を デ シ ベル ( d B ) で表 した加速度 レベルに振動感覚補正を加えた も ので、 単位 と して

は 、 デ シ ベル ( d B ) が用 い ら れ る 。 通常振動感覚補正回路を も つ公害用振動。刊こ よ り 測定 さ れ る 。

水準点

土地の標高を表す標石で、 水準測量の基準と して用い ら れてい る 。 地盤の変動状況を測定す る には 、

こ の水準点を用い 、 標高の変化を精密水準測量に よ っ て測 り 変動を出す。

-274-



生活環境項 目

水質汚濁物質の中で生活環境に悪影響を及ぼすおそれのあ る も の と して環境基準に定め ら れた項 目 を

い い 、 現在 p H 、 D 0 、 B O D 、 C O D 、 S S 大腸菌群数、 油分等が定め られてい る 。

な お 、 水質汚濁防止の排水基準には こ の ほか に 、 窒素含有量、 隣含有量、 フ ェ ノ ール類、 銅、 亜鉛、

鉄、 マ ン ガ ン 、 ク ロ ム 、 弗素が加 え ら れてい る 。

精密水準測量

最 も精度の高い水準測量で、 地盤沈下や地殻変動等の調査のために実施 さ れ る 。 精密 レ ベル と精密標

尺を用い 、 誤差がで き る だけ消去 さ れ る よ う に 、 又 、 最 も 小 さ く な る よ う な測定方法が と ら れてい る 。

騒音 レベル

J I S に規定 さ れ る 騒音。十で測定 して得 られ る ホ ソ 、 又は d B ( デ シ ベル) 数であ る 、 騒音の大 き さ

を表す も のであ る 。 一般には騒音。十の聴感補正回路A特性で測定 し た値を ホ ン 、 又は d B (A ) で表す。

騒音の規制基準等はすべて騒音 レベル に よ る 。

総量規制

一定の地域内の汚染 (濁) 物質の排出総量を環境保全上。午容で き る 限度に と どめ る ため 、 工場等に対

し汚染 (濁) 物質。午容排出量を割 り あてて 、 こ の量を も っ て規制す る 方法を い う 。 個々 の発生源に対す

る従来の規制のみでは地域全体と して 、 健全な生活環境を維持す る こ と が困難な場合に 、 そ の解決手段

と して総量規制の方式が と ら れてい る 。

大腸菌群数

大腸菌群は 、 人間又は動物の排泄物に よ る 水の汚染指標 と して用い ら れてい る 細菌であ る 。 大腸菌に

は温血動物の腸内に生存 して い る も の と 、 草原や畑な どの土中に生存 して い る も のが あ る が 、 一括 して

大腸菌群と して測定 してい る 。

W E C P N L ( う る さ さ指数 W e i g h t e d E q u i v a l e n t C o n t i n u o u s P

e r c e i v e d N o i s e L e v e l )

航空機騒音の う る さ さ を表す指数 と して用 い ら れ る 。 こ れは、 1 日 の航空機騒音 レベルの平均 と時間

帯 ご と に重みづけ さ れた飛行回数か ら算定さ れ、 航空機の総騒音量を評価す る 単位であ る 。

窒素酸化物 ( N o x )

石油 、 ガ ス等燃料の燃焼に伴 っ て発生 し 、 大気中には主と して一酸化窒素 (N O ) と二酸化窒素 (N
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0 2 ) が存在 し 、 主な発生源は工場、 自 動車等であ る 。 窒素酸化物は人の呼吸器やねん膜に影響を与え

る だけでな く 光化学ス モ ッ グの原因物質の一つであ る 。

中間処理

廃棄物の最終処分に先だ っ て行われ る 人為的な操作等をいい 、 廃棄物を安全かつ安定 した状態に変化

さ せ る 、 又は廃棄物を減量化す る 目 的で行われ る 。 主な方法と しては 、 焼却、 中和、 溶融、 脱水、 破砕、

圧縮等があ る 。

D 0 (溶存酸素 D i s o l v e d o x y g e n )

水中に溶け こ んでい る酸素の量の こ と 。

水の 自浄作用や水中生物の生存には欠 く こ と ので き な い も ので、 き れい な河川水中には普通 1 ′ 中 に

7 ~14 mg程度あ る が 、 有機物の流入量が多 く な り 汚濁が進行す る と それ ら に消費 さ れて減少す る 。

n ーヘキサ ン抽出物質 (油分)

動植物油脂、 脂肪酸、 ワ ッ ク ス 、 グ リ ー ス 、 石油系炭化水素な ど油分の総称であ る 。 海水や工場排水

な どを n -ヘキ サ ソで抽出 し 、 n - ヘ キ サ ソ可溶性物質 と して定量 して 、 昭/ ′ で表す。

ばい煙

燃料その他の物の燃焼等に よ り 発生す る硫黄酸化物、 ばい じん及び有害物質の総称であ る 。 ぽい じ ん

と は ボ イ フ ーや電気炉等か ら発生す る 、 すすや固体粒子をい い 、 有害物質 と は物の燃焼、 合成、 分解等

に伴っ て発生す る カ ド ゥ ム 、 塩素、 弗素、 鉛、 窒素酸化物等の人の健康又は生活環境に有害な物質を

い う

火格子面積

焼却炉等の ごみ層 、 火層 に接 して乾燥、 燃焼等を行わせ る 火床部分を火格子 ( ロ ス ト ル ) と い い 、 こ

の水平投影面積を火格子面積 と い う 炉の大 き さ を代表す る寸法 と して よ く 使われ る 。

B O D (生物化学的酸素要求量 B i o c h e m i c a l o x y g e n D e m a n d )

河川水等の有機物に よ る 汚濁の程度を示す も ので、 水の中に含ま れてい る 有機物が微生物に よ っ て酸

化分解さ れ る時に消費 さ れ る酸素の量をいい 、 数値が高い程有機物の量が多 く 汚れが大 き い 。

P C B (ポ リ 塩化ビフ ェ ニール)

D D TやB H C と 同 じ有機塩素系化学物質で、 不燃性で熱に強 く 絶縁性にす ぐれてい る 。 カ ネ 油
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症事件等P C B 被害が問題と な り 現在我が国では製造を中止 さ れ、 使用 も 限定 さ れてい る 。

p H (水素イ オ ン濃度)

溶液中の水素イ オ ン濃度を示す尺度で、 P H値が 7 の と き を中性、 こ れ よ り 数値の高い場合を アルカ

リ 性、 低い場合を酸性と い う 。

P P nn

ご く 微量の物質の濃度や含有率を表すのに使われ、 %が100分の 1 を い う の に対 し p p mは100万分の

1 を意味す る 。 例えば、 空気 1 ば中に 1 dの物質が含ま れてい る場合、 あ る い は 、 水 1 kg中 に 1 mg物質

が溶解 してい る よ う な場合、 こ の物質の濃度を 1 p p m と い う p p m よ り 微量の濃度を表す場合には

p p b ( 10億分の 1 ) も 用い ら れ る 。

富栄養化

湖水中に栄養塩類 (窒素、 隣等) が少な く 生物生産 ( プ ラ ン ク ト ン の増殖等) の少な い湖を貧栄養湖

と い い 、 栄養塩類が多 く 生物生産の多い湖を富栄養湖 と い う 貧栄養湖か ら富栄養湖へ と変化 してい く

現象を富栄養化と い う 。

浮遊粒子状物質

大気中に浮遊す る粒子状物質であ っ て 、 そ の粒径が10 ク ロ ソ 以下の も の を い う

特定フ ロ ン

塩素、 フ ッ 素、 炭素の化合物で ク ロ ロ フ ルオ ロ カ ー ボ ン と 呼ばれ 、 C F C と 表 さ れてお り 冷蔵庫、

カ ー エ ア コ ン等に使用 さ れてい る 。

フ ロ ン

フ ッ 素 と炭素の化合物の総称で、 冷房等に使用 さ れてい る 。 フ ロ ン には 、 オ ゾ ン層を破壊す る 力の強

い ク ロ ロ フ ルオ ロ カ ー ボ ン やそ の代替物質 と して使用 さ れ る ハ イ ド ロ ク ロ ロ フ ルオ ロ カ ー ボ ン 、 ハ イ ド

ロ フ ルオ ロ カ ー ボ ン等の種類が あ る 。

温室効果ガス

大気中に含ま れ る 二酸化炭素、 メ タ ン 、 亜酸化窒素、 フ ロ ン な どの気体には 、 太陽光線を素通 り さ せ

る 一方、 地表か ら宇宙に放出 さ せ る 熱の一部を吸収 して地表を暖め る 働 き があ る 。
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低公害車

大気汚染物質の排出量が少な い車で、 電気 自動車、 メ タ ノ ール車、 天然ガス車、 ハ イ ブ リ ッ ド車等が

あ る 。
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